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魚住中学校長 赤枝 康隆 

學 第 号 ４０ 
令和８年３月 

～小学校６年生、中学校３年生のみなさんへ～ 
 
 ご卒業おめでとうございます。兵庫県立明石学園の教職員一同を代表して心からお祝い申し上げま
す。 
 さて、初めて学園に来たときの自分を覚えていますか。そして、今、この学園を卒業していく自分を見て
どのように感じていますか。私は、みんなが授業で勉強を頑張っている姿や一生懸命に取り組んでいる

表情を見て、とても嬉しいとともに頼もしく思っていました。そんなみんなの姿は、いつも眩しいくらいに
キラキラと輝いていて、私に元気を与えてくれました。ほんとうにありがとう。みんなは学園にとって最高
の「宝」です。 
最後に、卒業してみんなが出ていく世の中は、みんなが思っている以上に時間の流れが速いです。流

されることなく、自分のめざす「夢」に向かって少しずつ前に進んでほしい。また、さみしくなることもある
でしょう。そんな時は空を見上げてください。みんなが学園で頑張ってやり遂げた後に見上げた同じ空が
広がっているはずです。自分が頑張っていたことを思い出し、自信を持ってまた前に進んでください。み
んなの後にはたくさんの人（学園の先生や職員の方、そして寮の先生、保護者の方など）がいつでもいつ
までも背中を押してくれているのだということを忘れないでください。 
さあ、いよいよ旅立ちの時です。顔を上げて、しっかり人生を楽しんでこい！ 

幸せになるんだよ。 This is the time to be shine! 

 



明石にあるたつの湯へ、朝５時３０分に

起きて向かいました。お風呂に入りなが

ら初日の出を迎えることはできませんで

したが、明石海峡大橋と初日の出、最高

のシチュエーションでした★ 

 
 

 
 
                                                                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
                                                                     
 
 
 
 
 
 

 
 
 
                                                                     
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

２０２６年がスタートしました！ 
冬の行事もりだくさんの明石学園は季節の行事を大切にしてい

ます。また、運動だけでなく、性教育など自分の身体について考
える時間もあり、とても充実した３学期となりました。 

 

 冬の行事と言えば、クリスマス会。今日の日のために各寮、ス
タンツ発表の練習を頑張りました！スタンツ発表では、得意の
技を披露、演劇、ダンス、お笑いなどなど、大盛り上がりの発表
となりました♪ 
 また、今回はスペシャルゲストとして、キリンとゾウのコラボネタ

もあり、爆笑の渦に巻き込まれました！！ 
 クリスマス会では、ADEKA 明石工場さんからショートケーキ
の寄贈、兵庫ヤクルト販売さんからヤクルト寄贈を 
いただきました。こどもたちも大喜びで、楽しいひと時を 
過ごすことができました！ 

 「年越し前にやり残したことがある！！！」そう、もちつきで
す。明石学園のおもちつき会は朝の７時から始まります。全員で

おもちをついたあとは、アツアツのお雑煮におもちを入れていた
だきます。また、今年は雪見大福風のアイスをトッピング！畑で
採れた新鮮な大根で大根おろし、あんこ、定番のきな粉と砂糖
醤油。たくさん食べて、良い年を迎える準備ができました♪ 
 

明石学園のお正月をのぞき見してみました        ゴロゴロ寝正月や、元旦
からランニング。おもちつき会でついたおもちをたらふく食べて。受験生

は受験勉強に追われて…いろんなお正月がありました。 

 
 

 

こちらはかわいらしいパフェで♡ 
女子寮のお正月は、みんなでチョコ
ババロアを作りました！ 

 
１月３日はみんなで餃子づくり♪ 
明石学園では寮炊事と呼んでいます。
畑で採れた新鮮なニラや白菜をたっぷ
り入れた美味しい餃子でした！ 

自分でお重におせちを詰めまし

た！初詣には寮長先生の地元
神社へ初詣。おみくじやお守り
を買います♪ 

年末年始、明石学園応援団の
方のお家でそば打ちを体験さ
せてもらいました！！ 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
                                                                    
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 明石学園、２０２５年度最後の園内行事です。毎朝６時３０分に起床し、身支度を終えたらグラウンド
までダッシュで走ります。各寮でアップをして、１周３６０ｍあるグラウンドを５周走ります。この時期の朝
ランは寒くて堪えますが、手を抜くことなく、各々が自己ベスト更新に向けて走ります。その朝ランの成
果、そして１年間クラブで鍛えたメンタルを発揮するのがこの園内持久走大会。児童自立支援施設で
はかなり珍しい坂の無い園内。男子は３キロ、女子・小学生は２キロのコースを一生懸命走ります。 
 さて、今回の持久走大会では、小学生に「完走賞」が送られました。また着順で運試し！豪華景品が
あたるガチャポンも実施され、とても盛り上がりました♪ 
 明石学園で鍛えたその脚力と根性！これからの人生で必ず役に立つときが 
来るでしょう☆ 
 

 園内持久走大会が終わり、お待ちかねのこの行事。その名も、おつカレーさま会です！ 
今年度は、陶芸部で作成した My 麺鉢で『カレーうどん』をいただきました♪オリジナル麺鉢で、食卓
がとても華やかになり、より一層食欲をそそりました。 

 おつカレーさま会とは、この１年間を通して頑張ったクラブ、そして園内持久走大会の「おつかれさま」
をみんなで感じ合う会です。園長先生・総務課の先生・学校の先生・寮の先生みんなが体育館に集ま
りカレーうどんを食べ、最後に１年間のクラブ記録を映像で鑑賞します。そして最後には、各クラブのキ
ャプテンが作文を読み上げ、来年度も頑張ろうという気持ちを新たに決意します。 
 明石学園での行事は、こどもはもちろん大人も一体となり全員で楽しみます。年度最後にみんなで
食べるカレーうどんは絶品でした♪調理員のみなさんにも感謝です！ 
 

 明石学園では男女ともに茶道のお稽古をしています。学園生活が残り数日となった３年生がお世話
になった寮の先生や学校の先生、学園の先生にお点前を披露します。『感謝のお点前』です。このお点
前ひとつひとつには、学園生活で先生方に教えてもらったこと、共に涙したこと、笑いあったことの思い
出がいくつも詰まっています。あたたかい時間を過ごすことができ、こどもたちも職員も素敵な時間を
過ごしました。いつもと違ったこどもたちの顔つきは、これから学園を巣立っていく気持ちが整ったよう
な、職員からすると少しさみしさを覚える時間ともなりました。 



〈兵庫県 HP〉 〈チャボナビ〉 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                       
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                     
 
 

 
意見箱が「未来ポスト」に変わります！ 

児童が意見を投函する意見箱が、「未来ポスト」に名称を変えました。 
児童から名称を募り、園長の一次審査・職員の二次審査・児童の最 
終審査で決定しました。内容についても、良かったことや提案など、 
幅広く意見を書けるようになりました。 
 明石学園の基本理念・方針を兵庫県ホームページに掲載して 
います。チャボナビでは行事や日常の様子を更新しておりますので、 
下記のQRコードをスマートフォンで読み取っていただきますと、 
アクセス可能です。是非、ご一読賜りますと幸いです。 
 

 

 

 

明石学園男子卓球部 
団体戦３位 小学生個人準優勝 個人戦３位 

【編集より】 

 令和７年度、最後の明学だよりの
発行となりました。３月になり、２０
名のこどもたちが卒業します。 
 保護者の皆様、お子様のご卒業
おめでとうございます。たくさんの
ご理解とご協力、心から感謝申し
上げます。 
 学園を巣立っていく皆さん、これ
から先、長く続く人生は、笑いあり
涙ありの豊かなものとなるでしょ
う。学園での学びを忘れず、たくさ

んの人に頼りながら人生を謳歌し
て下さい。 
それでは、いってらっしゃい！！ 

（角南 葵） 

 １月３１日、大阪市立阿武山学園で開催された近畿児童自立支援施設卓球大会。明石学園からは９名
の選手が大会に出場しました。卓球部は通年で練習を実施し、この大会が集大成となります。１年間か
けてコツコツと積み上げた自信と実力を発揮できる大きな舞台でもあります。当日は寒く、雪も降って
いました。体育館に着くや否や緊張し始める選手たち。団体戦、個人戦共に優勝を狙い、これまで練習
に励んできました。はじめはラケットの持ち方から教わり、全然ラケットにピン球が当たらなかった最初
の頃に比べて、今では目が追いつかないほどのたくましいラリーができるようになりました。卓球部キャ
プテンを務めた選手の声を掲載しています。ぜひ写真も合わせてご一読賜りますと幸いです。 

 『明石学園男子卓球部』 

 まず、結果は、団体戦が３位、個人戦では１位リーグ３位、小学生の部上位リーグで準優勝という成績
でした。僕も含めて入賞できなかった人はいましたが、みんなとても頑張っていて、「絶対に勝つ！」と
いう気持ちがよく伝わりました。プレイしていた人からはそんな気持ちが伝わり、応援してくれていた人
は自分のチームが勝つために、必死になって応援していて、チーム一丸となって戦いました。強い相手
が来ても諦めず、最後まで戦っていたので、とても良かったです。ピンチな場面で戦っている仲間がい
たら、応援団が諦めず、励ましの言葉で自信に繋がるような言葉をかけ続けていたので、雰囲気もとて

も良かったです。僕も試合中はとてもやりやすかったです。今年は応援も含めたみんなの頑張りがあっ
て、団体戦が３位だったり、２名が入賞したりして良い成績を残して帰ってくることができたので、とても
嬉しいです。僕はあと一歩のところで３位入賞を逃し、悔しい気持ちもありましたが、これからの練習で
しっかり目標をもって頑張って取り組んで行きたいです。 

明石学園 男子卓球部主将 


